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Abstract One adult (184.1 mm in standard length) and three postflexion larvae 

(9.9-18.1 mm in standard length) of the telescope fish, Gigantura indica Brauer, 
1901, which has not previously been treated as Japanese fishes, were collected off 
south-east Kyusyu and east of Boso Peninsula, respectively. Descriptions based on 
these specimens are provided and a new Japanese name for the species proposed. 
Gigantura indica is distinguishable from the only other confamilial species (Gi
gantura chuni Brauer, 1901) by the numbers of anal fin (11-14) and pectoral fin 
rays (36-43), and several body proportions (e.g., caudal peduncle depth). The 
above specimens are the northernmost records of G. indica from the western North 
Pacific. The occurrence of postflexion larvae from east of Boso Peninsula 
(Kuroshio Extention region) is a firm indication that the species reproduces in wa
ters associated with the Kuroshio Current.
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　Gigantuna属 の み か ら構 成 され る ボ ウエ ン ギ ョ

科(Giganturidae)魚 類 は,標 準 体 長 約20cm

に成 長 し,成 魚 は 細 長 い 体,前 方 に突 出 した 円筒

形 の 眼,体 背 側 に位 置 し体 軸 に ほ ぼ平 行 す る胸 鰭

基 底,お よ び著 し く伸 長 した 尾 鰭 下 葉 の 軟 条 な ど

に よ っ て特 徴 づ け られ る(Brauer,1906;Johnson and

 Bertelsen,1991).ま た,本 科 魚 類 は お も に 水 深

500-2000mの 中 ・漸 深 層 に 生 息 し(Johnson and

 Bertelsen,1991),日 周 鉛 直 移 動 を行 わ な い こ と

(Clarke and Wagner,1976),お よ び非 常 に伸 縮 性 の

あ る 胃 を もち 大 型 の 生 物 を も捕 食 す る こ と(Regan,

1925;Walters,1961)な ど の 生 態 が 知 られ て い る.

一 方
,仔 魚 は"Rosaura larvae"と 呼 ば れ,腹 部 が

球 形 に膨 張 した 短 い 体,側 方 を 向 く真 円 形 の 眼,

お よび 体 下 方 に位 置 し体 軸 に ほ ぼ垂 直 な胸 鰭 基 底

な ど,成 魚 と は著 し く異 な っ た特 徴 を有 し,お も

に水 深30-170mの 表 層 に生 息 す る(Tucker,1954;

Johnson,1984;Johnson and Bertelsen,1991).本 属

に はGigantura chuniとGigantura indicaの2種 が 知

られ,両 種 は 臀 鰭 条 数 や 尾 柄 高 の 体 長 比 な ど に

よ っ て 識 別 さ れ る(Johnson and Bertelsen,1991).

と もに 三 大 洋 の 熱 帯 域 に帯 状 に分 布 す る が,

G.in dicaは 亜 熱 帯 域 や,ま れ に温 帯 域 か ら も採 集 さ れ

る(Johnson and Bertelsen,1991).Johnson and Ber

telsen(1991)の 分 布 図 に よれ ば,日 本 近 海 で はG.

indicaの 成 魚 が 沖 ノ鳥 島 の 北 東 沖 で,仔 魚 が 台 湾
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の北方沖で採集 されているが,両 種 とも日本産魚

類 としそ扱われていなかった(Nakabo,2002).ま

た,日 本産仔稚魚 として も記載されていなかった

(沖山,1988).本 研究 において,著 者 らはGin

dicaの 成魚 と後屈 曲仔魚の標本 をそれぞれ九州の

南東沖 と房総半島の東方沖か ら得 たので,こ れら

を記載 ・報告する.ま た,本 種 に対 し新標準和名

を提唱する.

標本 は採 集直後 に10%海 水ホルマ リンで固定

し,保 存 した.計 数 ・計測方法は,Hubbs and La

gler(1958)とJohnson and Bertelsen(1991)に 従 っ

た.脊 椎骨 の計数には軟X線 写真 を使用 した.成

魚は,消 化管や生殖腺の観察のため腹部 を解剖 し

た.標 本はすべて東海大学海洋科学博物館(MSM)

に所蔵 されている.

Gigantura indica Brauer,1901

コ ガ シ ラ ボ ウ エ ン ギ ョ(新 称)

(Figs.1-3,Table1)

記 載 標 本 成 魚1個 体:MSM 06-1,標 準 体 長

(以 下,体 長)184.1mm,九 州 南 東 沖(30゜59.8'N,

132゜59.9'E)(Fig.1),2006年5月8日,ア イ ザ ッ

ク ス キ ッ ド中 層 トロ ー ル(IKMT)(ワ イ ヤ ー ア ウ

ト2000m),水 深947mか ら表 層 ま で の 傾 斜 曳

(RMD水 深 計,離 合 社,東 京),望 星 丸(東 海 大

学 所 属).後 屈 曲 仔 魚3個 体:MSM06-2,体

長9.9mm;MSM06-3,体 長10.8mm;MSM06-4,

体 長18.1mm,房 総 半 島 東 方 沖(34059.0'N,

150゜00.0'E)(Fig.1),1988年5月13日,開 洋 丸 式

開 閉 型 中 層 網-超 音 波 式(KOC-Aネ ッ ト),水 深

1000mか ら表 層 まで の傾 斜 曳,開 洋 丸(水 産 庁 所

属).

識 別 的 特 徴 本 種 は臀 鰭 条 数11-14(vs.Gchuni

で は8-10),胸 鰭 条 数36-43(vs.30-33)で,成 魚 で

は 頭 高 が 体 長 の7.6-8.1%(vs.13-18%),尾 柄 高 が

体 長 の2.0-3.6%(vs.8-11%),臀 鰭 前 長 が 体 長 の

65-76%(vs.75-84%),お よ び 尾 柄 長 が 尾 柄 高 の

6.6-11.5倍(vs.1.1-1.6倍),仔 魚 で は尾 柄 高 が 体

長 の7.4-11.5%(vs.12-16%)で あ る こ と に よっ て,

Gchuniか ら識 別 で きる(Brauer, 1906; Johnson and

 Bertelsen,1991).

成 魚 の 記 載 計 数 値 と計 測 値 の体 長 比 をTable 1

に 示 す.体 は伸 長 す る.そ の 断 面 は,頭 部 で は背

面 が 広 く腹 面 が 狭 い 逆 台 形 状 で あ る が,躯 幹 部 と

尾 部 で は楕 円 状 で や や 側 扁 す る.腹 部 は や や 膨 ら

み,体 高 は体 前 方 の1/3付 近 で 最 も高 い.肛 門 は

背 鰭 第11条 基 底 下 方 に あ る.尾 柄 長 は尾 柄 高 の

Fig. 1. Collection localities of Gigantura indica 
around Japan. Solid circle (adult) and triangle (post
flexion larvae) indicate specimens examined in this 
study; open circle (adult) and triangle (larva) from 
Johnson and Bertelsen (1991).

7.5倍.吻 は著 しく短 く,吻 端 と眼の間には1本 の

乳頭状の嗅覚器官がある.眼 は頭部前方 にあ り,

大 きく,円 筒形で,前 方へ突出する.眼 の前方部

は角膜 に覆われ,そ の内側 に水晶体がある.後 方

部は輩膜に覆われ,そ の腹縁近 くには三 日月形で

半透明の小 さな網膜憩室(retinal diverticulum)が 認

められる(Fig.2B).両 眼間隔は著 しく狭い.鯉 孔

は狭 く,体 軸 に対 してほぼ平行 な胸鰭基底 の直下

に開 く.鰓 蓋は薄い膜状で,鯉 条骨 はない.口 裂

は大 き く,そ の後端 は胸鰭基底始部下方 にある.

歯 はすべて側扁 した犬歯状である.上 顎歯は2列

で,内 列では大 きく,外 列 では小 さいか中庸.下

顎歯は歯列の前方2/3ま で2列,後 方1/3で は外側

にさらに1列 が並ぶ.内 列歯は大 きく,中 列歯 は

小 さいか中庸,外 列歯 は小 さい.こ れ らに加 え,

上顎 と下顎の先端の左右側面 には凹みがあ り,下

顎の左側面の凹み には1本 の大 きな歯がある.上

咽頭骨の歯は大 きく,左 右 に各2列(各 列9-11

本).外 翼状骨の歯 は小 さく2本.臀 鰭始部 は背

鰭基底後端下方のわずか後方 にある.尾 鰭下葉の

軟条は伸長 し,最 長条(下 葉の第2条)の 長さは

体長の97.8%に 達する.背 鰭,臀 鰭,胸 鰭,お よ

び尾鰭は全て分節のない軟条か らなる(胸 鰭を除

き,ほ とんどの鰭条 は途中で破損).腹 鰭 と脂鰭

を欠 く.体 には薄い表皮があ り,皮 下にはゼ リー

状の組織が認め られる(頭 部から尾部の背鰭基底

末端にかけての背側面 と腹部側面の一部では,表

皮 は破損 し,筋 肉が露出).鱗 と側線 は無い.胃

は肉片,骨,お よび鱗などの内容物 により著 しく
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膨張 し,腹 腔 の前半部 を占める.腸 は胃の前方に

ある幽門か ら肛 門まで直走する.生 殖腺は肛門近

くの腹腔背面にあ り,細 長 く,未 発達である.

採集直後の鮮時の体色は,尾 柄部では銀 白色,

それ以外 では銀 白色が多数混 じる黒色 を呈す る.

表皮の破損 によ り露出 した筋 肉は乳 白色 である.

ホルマリン固定後では,表 皮 は黒色のみとなるが,

筋肉は乳 白色で変わらない.

後屈曲仔魚の記載 計数値 と計測値の体長比 を

Table1に 示す.体 は短 く,躯 幹腹部 を除いて側扁

す る.薄 い腹膜 に覆われた躯幹腹部は膨張 して球

状 を呈 し,腹 膜を通 して,消 化管や肝臓 などを見

ることができる.頭 部は大 きく,後 方へ と高 くな

る.体 高は頭部直後で最 も高い.吻 は長い.眼 は

Table 1. Counts and measurements of Japanese specimens of Gigantura indica
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Fig. 2. Adult of Gigantura indica, MSM 06-1, 184.1 mm SL, off south-east Kyusyu. A, lateral view of whole 
specimen; B, lateral view of head, (a) cornea, (b) lens, (c) sclera, (d) retinal diverticulum. Bars 20 mm in A and 5 
mm in B.

頭部背縁近 くにあり,真 円形 で側方を向 く.両 眼

間隔は広い.鰻 孔 は広 く,鯉 膜 に覆われる.鰍 膜

は短い主鯉蓋骨,細 長い下鯉蓋骨,お よびその下

方 にある10本 の鯉条骨に支持 され(Fig.3A),狭 部

に癒合 しない.口 裂 は小 さく,そ の後端 は眼の前

端下方 より前方 にある.歯 はすべて側扁 した犬歯

状である.前 上顎骨 に2列,下 顎 に2列 出現 し,

基舌骨の先端近 くに1列(3-4本)が 体軸 に対 し

垂直方向に並ぶ.下 顎先端部の歯 は著 しく大 きい

が,そ れ以外 は小 さいか中庸.胸 鰭は躯幹部の下

方 にあ り,そ の基底 は体軸 に対 しほぼ垂直.背 鰭

始部は体長10.8mmで は肛門直上方 のわずか後方,

体長18.1mmで は肛門直上方にある(体 長9.9mm

では背鰭始部 は破損).臀 鰭始部は体長10.8mm

では背鰭第6条 基底下方,体 長18.1mmで は第8

条基底下方にある.腹 鰭 は肛門直前 の腹 中線近 く

にある.各 鰭条 は全 て分節 のない軟条か らなる

[ほ とんどの尾鰭条は途中で破損(最 長条の長 さ

は体長の12.2-27.0%以 上)].基 底 の長い脂鰭が,

背鰭基底後端直後 にある.背 鰭,臀 鰭,腹 鰭,お

よび尾鰭条 は体長9.9mm,胸 鰭条は体長18.1mm

で定数 に達 している.乳 頭状突起 の列が,下 顎腹

面(腹 中線 の両側 に体長9.9mmで 各9個,体 長

10.8mmと18.1mmで 各約15個;Fig.3B),躯 幹

始部の背面(第2-8筋 肉節 の背 中線 の両側 に各

5-6個;Fig.3c),お よび躯幹始部か ら尾部までの

体側(体 長9.9mmと10.8mmで は第1-22筋 肉節

に約25-30個,体 長18.1mmで は第1-30筋 肉節 に

約60個;Fig.3A・D)に 出現する.乳 頭状突起 は

下顎では小 さいのに対 し,躯 幹始部背面ではわず

かに大 きく,体 側 では大小が混在する.消 化管 は

管状で細長 く,コ イル状に1回 転する.

ホルマ リン保存 された標本では,体 は黄白色 で

ある.小 点状の黒色素胞が脳の表面お よび背鰭基

底 より後方の尾部体側 に多数出現 し,そ れらの集

合が腹腔内背面 の正中線 の両側 にそれぞれ1個 ず

つ対在する.さ らに体長18.1mmで は,頬 部,躯

幹部の側面,お よび腹膜の上方にも散在する.

分布 三大洋 の熱帯域か ら亜熱帯域 を中心 に,

温帯域 にも出現する(Johnson and Bertelsen,1991)・

日本近海では,成 魚 は沖 ノ鳥島の北東沖(Johnson

 and Bertelsen,1991)と 九州南東 沖の黒潮 上流域

(本研究),お よび仔魚 は台湾の北方沖(Johnson

 and Bertelsen,1991)と 房総半島東方沖の黒潮続流
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Fig. 3. Postflexion larvae of Gigantura indica, east of Boso Peninsula . A, lateral view of whole specimen, MSM 
06-3, 10.8 mm SL; B, ventral view of lower jaw, MSM 06-3; C, dorsal view from posterior head to anterior trunk, 
MSM 06-3; D, lateral view of whole specimen, MSM 06-4 , 18.1 mm SL. (a) opercle, (b) subopercle, (c) bran
chiostegal, (d) papilliform organ. Bars 1 mm.

域(本 研 究)で 採 集 さ れ てい る.

備 考 本 研 究 で 観 察 し た成 魚 の 腎 鰭 条 数(14),

胸 鰭 条 数(43),低 い 頭 高 と尾 柄 高(そ れ ぞ れ 体 長

の7.7%と3.1%),短 い 臀 鰭 前 長(体 長 の71 .0%),

お よ び 長 い 尾 柄 長(尾 柄 高 の75倍),そ して 後 屈

曲 仔 魚 の 臀 鰭 条 数(12-13),胸 鰭 条 数(38),お よ

び 低 い 尾 柄 高(体 長 の9.1-9.4%)は ,Gigantura

 indicaの 識 別 的特 徴 に 当 て は ま る.さ ら に,Table

1に 示 した 他 の 計 数 ・計 測 形 質 に つ い て も,John

son and Bertelsen(1991)と よ く一 致 した こ とか ら,

こ れ ら の標 本 はGindicaに 同 定 され る.な お,成

魚 の 固定 標 本 で は 躯 幹 始 部 付 近 の 背 面 に 凹 み が あ

る が(Fig.2A),こ れ は 採 集 直 後 に は 認 め ら れ な

か っ た こ とか ら,固 定 に よ っ て生 じた も の と考 え

られ る.

本 種 は 体 長25-34mmで 変 態 を 開 始 し,体 長
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43-55mmで 終了 して稚魚 となる(Johnson and Ber

telsen,1991).こ の間に形態 は次のように著 しく変

化 す る(Johnson, 1984; Johnson and Bertelsen,

1991).仔 魚の短 く,膨 張 して球状 を呈する腹部

は,細 長 くやや側偏 する.側 方 を向 く真円形の眼

は,前 方を向 く円筒形 となる.体 の腹側 にある胸

鰭は背側 に移 り,基 底の体軸 に対す る方向は垂直

から平行 になる.短 い尾鰭条は下葉 のみが著 しく

伸長す る.仔 魚期の顎歯はすべて成魚期の ものに

変 わる.腹 腔内で1回 転する管状の消化管 は,大

きな胃と直走する腸 に発達する.procurrent caudal

fin rayの 数は減少(あ るいはすべて消失)し,鯉

条骨,腹 鰭,脂 鰭,お よび基舌骨歯 はすべ て消失

する.新 たに上咽頭骨 と外翼状骨に歯が出現する.

これらの急激 な形態変化にともない,生 息水深 は

表層 から中 ・漸深層 に移行する(Johnson and Ber

telsen,1991).後 屈 曲仔魚 と成魚における体部比は

著 しく異なるが,肛 門前長および背鰭 と胸鰭の基

底長の各体長比 は変化 しない(Table 1).尾 鰭下葉

の伸長状況は本研究の後屈曲仔魚標本では破損の

ため不明であるが,Tucker(1954)の 図示 した体長

8.4mmの 個体では下葉の軟条は上葉 よりもわずか

に長 く,す でに伸長を始めている.

後屈 曲仔魚の標本では体 の3ヶ 所 に乳頭状突起

が出現 し,体 側 の突起の数は発育 にともない著 し

く増加 した.乳 頭状突起はGigantura chuniの 仔魚

でも同 じ部位 に発達するが,両 種 とも成魚 には認

め られない ことか ら,仔 魚期 固有の特徴 である

(Johnson and Bertelsen,1991).乳 頭状突起 の詳細

は明 らかではないが,浮 遊仔魚期 における感覚器

として機能 していると考えられる.

従来,北 西太平洋 におけるG.indicaの 北限記録

は,成 魚では沖 ノ鳥島の北東沖,仔 魚では台湾の

北方沖であった(Johnson and Bertelsen,1991).本

研究の採集地点 はこれ らに比べ て著 しく北方 に位

置する.九 州の南東沖で採集 された成魚 の生殖腺

は未発達であったが,房 総半島東方沖の黒潮続流

域で後屈 曲仔魚が出現 した ことは,黒 潮影響下の

日本近海で本種 が再生産 していることを強 く示唆

する.

Gigantura indicaとG.chuniの 標準和名 には混乱

があった.松 原(1963)はG.chuniに 対 して新称 ボ

ウエ ンギ ョを提唱 した.し か しなが ら,そ の後,

多紀ほか(2005)は 理由を示 さないままG.indicaに

対 してボウエンギ ョを適用 し,G.chuniに はギガン

トゥラを使用 した.こ の経緯か らG.chuniを ボウ

エンギ ョとするのが適切であ り,G.indicaに は新

称 コ ガ シ ラ ボ ウ エ ン ギ ョ を与 え る.新 称 は,本 種

の 成 魚 がG.chuniに 比 べ て相 対 的 に頭 部 が 小 さ い

(頭 長 の体 長 比,G.indicaで は12-19%vs.G.chuni

で は20-30%;頭 高 の 体 長 比,7.6-8.1%vs.13-

18%;頭 幅 の 体 長 比,5.3-7.8%vs.9.0-14%)

(Johnson and Bertelsen,1991)こ と に 由 来 す る.
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